
         船橋里山連絡会・研修会「チェンソーと掛かり木の処理」
大項目 小項目 内 容

活動日時 晴

・船橋里山連絡会の研修会、「チェンソーと掛かり木の処理」を実施

活動内容 　講師：木村正敏（千葉県森林組合）

・9：00～開会、興松会長挨拶

・9：05～9：10　木村講師・昨年の台風被害と予防伐採のお話

・9：10～12：00　車方の森の倒木の処理法とその実施方法

活動の 　　　　　　　　　上部が折れた木、竹林の中の倒木処理、欠頂木の伐木法

記録 ・12：00～13：00　昼食　休憩

・13：00～14：30　上部が折れて掛かり木の木、ケヤキの大枝が折れて、スギが2本

　が倒木、掛かり木になっている複合型の処理

・14：30～15：00　後始末、終了挨拶　　　
活動状況

　　　　　　　　　　

自然観察

活動予定

コメント

　参加者 会 員:こぴすくらぶ（石田、剣持、保坂、中務）4名、ブリサ（野本、興松、安斎、小出、清藤）5名、　

　　　ふなばし木の子の森（米澤）1名、里山の四季同好会（松本）1名

（敬称略） 講師：木村先生　1名 会員 11名　　　合計　12名

2020年　2月18日（火）　９：００～１5：００

興松会長、木村講師の挨拶 処理木を観察、伐倒方法を考え ワイヤーを張ってみる

受け口を作る ツルを検証、計画通り切れたか？ 竹林中のスギを浮かせてけん引

欠頂木の処理 欠頂木にクサビを打つ

欠頂木はクサビで倒す

掛かり木の状況を観察 複雑に絡んだ掛かり木 ユンボの助けで処理



　


